
令和３年度 在学奨学金一覧（日本学生支援機構を除く）                                  令和３年４月８日現在 

 奨学金名称 対象学年 団体名 出願資格 貸与月額等 募集期間 校内締切日 

① ○長崎県交通遺児奨学金 全学年 長崎県育英会 
長崎県内に住所を有する者の子で、保護者等が交通事故（陸上・海上・航空）に

より死亡した家庭の遺児であり、経済的理由で修学困難な者。 

自 宅 月額18,000円 

  又は月額10,000円 

自宅外 月額23,000円 

  又は月額10,000円 

半額は返済を免除 無利子 

 併願可 併給可（一部不可） 

４月 １日（木） 

～ 

５月 ８日（金） 

４月３０日（金） 

 

② 

 

○あしなが高校奨学金 

 

 

 

 

全学年 

 

 

 

 

 

あしなが育英会 

保護者（父または母など）が、病気や災害（道路上の交通事故を除く）、自死（自

殺）などで死亡、または保護者が著しい障害を負っていて、経済的に苦しい家庭

の者。 

 

 

 

 

 

月額45,000円 

(うち貸与25,000円 

給付20,000円） 

無利子 併給可 

 

 

１次 ～5月２０日(木) 

２次 ～９月３０日(木) 

３次 ～１２月１５日(水) 

 

 

１次 ５月１３日(木) 

２次 ９月２２日(水) 

３次  １２月８日(水) 

 

 

○あしなが高校奨学金 

 

3学年 

月額70,000円 

(うち貸与40,000円 

給付３0,000円） 

無利子 併給可 

 

 

 

6月20日（日） 

 

 

 

 

6月11日（金） 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○松藤奨学生 

 

 

 

 

全学年 

 

 

 

 

 

松藤奨学育成基金 

長崎県内に住所を有する子弟で高等学校に在学している者、あるいは、高等学校、

大学に進学を希望する者で次に該当する者。 

① 交通事故によって家計の支持者又は保護者が死亡するか、または当該事故に

起因する重度の後遺障害のため、就業不能者となった結果、経済的に支障を生

じ、就学の継続もしくは上級学校への進学が困難となった者。 

② ①以外で、向学心に富み、有能な素質を持ちながら、家庭の経済的理由によ

って、進学あるいは修学の継続が著しく困難である者。 

③ ①②、いずれの場合も、成績優秀（５段階評価ではおおむね３．３以上）品

行方正で身体強健である者。 

自 宅 月額2,2000円 

自宅外 月額24,000円 

   

～５月１８日（火） ５月１１日（火） 

④ ○長崎県育英会 全学年 長崎県育英会 

長崎県に住所を有する者の子。経済的理由により修学困難で、かつ人物・学業と

もに奨学生としてふさわしい者。（評定平均３．０以上の者） 

自 宅 月額18,000円  

又は月額10,000円 

自宅外 月額23,000円 

 又は月額10,000円 

無利子 併願可 

併給可（一部不可） 

４月 １日（月） 

～５月 ７日（金） 
４月３０日（金） 

長崎県に住所を有する者の子。経済的理由により修学困難で、かつ人物・学業と

もに奨学生としてふさわしい者。世帯収入が基準額以下であること。 

長崎県に住所を有する者の子。経済的理由により修学困難で、かつ学習意欲に富

み、奨学生としてふさわしい者。家計急変の事由が発生し、１年以内であるもの。 

年間を通して随時募集 

（2021年の募集は、

2022年2月末必着） 

随  時 

（緊急採用） 

 

⑤ ○人志奨学基金 
１学年 

（１名） 

三菱UFJ信託銀行 

公益信託 

人志奨学基金 

家族の生計を支える親を失うなど、何らかの理由によって経済的影響を受け、奨

学金を必要とする者。学業優秀で、中学校３年次の国語・数学・理科・社会・英

語の評定平均値が５点満点中4.4点以上の者。 

月額20,000円 

併用・併願可 
～５月１０日（月） ４月３０日（金） 



⑥ ○交通遺児育英会 全学年 交通遺児育英会 

保護者等が自動車やバイクの事故など、道路における交通事故で死亡したり、重

い後遺障害のために働けず、経済的に就学が困難な生徒・学生であること。応募

者が生まれる前に保護者が後遺障害となった場合も含みます。 

月額20,000～40,000円 

入学一時金：20～60万円 

 

第1次予約募集 

令和３年８月31日（火） 

 

第２次予約募集 

令和4年1月31日（月） 

令和3年8月24日（火） 

 

 

令和４年１月24日（火） 

⑦ ○佐世保市奨学生 全学年 佐世保市教育委員会 

① 佐世保市に住所を有する者、又はその子であること 

②高等学校に在学し、品行方正、成績優秀であること。 

③経済的理由により、就学困難であると認められること。 

月額12,000円 

他の奨学金との併願・併給可。 

黒島町又は高島町出身者は 

月額20,000円 

～５月１０日（月） ４月３０日（金） 

⑧ ○長崎県児童救済基金 全学年 長崎県児童救済基金 
風水害等の自然災害や火災によって保護者をなくしたり、住家が全焼したりした

生徒。被災時に保護者が長崎県に居住していること。 

返還不要 

詳細は担当まで 随時 随時 

⑨ ○下村教育財団奨学金 ３学年 下村教育財団 

以下、①～④の全てに該当する者。 

①美容に関わる知識・技術取得に意欲が旺盛であり、学業優秀かつ品行方正であ

ること。 

②経済的な理由により美容に関わりのある高等教育機関への就学が困難である

こと。若しくは地理的な理由により一人暮らしせざるを得ないこと。 

③就学状況及び生活状況について適宜報告できること。 

④全日制高校３年生（翌年進学予定の者） 

返還義務なし。 

他の奨学金制度への併願又は既に利用

している生徒の応募可 

支給金額：10～100万円  未定  未定 

⑩ 
○公益信託 山路ふみ子

奨学基金 

1学年 

（１名） 

公益信託 

山路ふみ子 

奨学基金 

学業、人物ともに優秀でかつ健康である生徒で、その保護者が交通事故以外の原

因により死亡し又は著しい後遺障害があることにより、学費の支弁が困難と認め

られる者。 

月額20,000円 

返還不要 

 

４月 １日（木） 

～ 

５月１５日（土） 

５月 ７日（水） 

⑪ ○(給付型)Ｚ会奨学金 ３学年 Ｚ会奨学金 

① Ｚ会が指定する大学への進学を希望する、2021年4月時点の高校３年 

② 真に経済的援助を必要としており、学業・人物ともに優秀である者 

・経済状況…世帯収入が給与の場合は年収600万円未満 

      世帯収入が給与以外の場合は年収300万未満 

・資産状況…生計維持者が2人の場合は総額2,000万円未満 

      生計維持者が1人の場合は総額1,250万円未満 

・世帯年収、資産状況と家庭状況を総合的に判断する 

③ 高校2年次までの成績評定平均値4.5以上 

入学一時金：30万円 

給付金：月額80,000円 

給付期間：大学入学から卒業までの 

最大４年間 

返還不要 

併給不可（一部可） 

3月15日（月） 

～ 

6月30日（水） 

６月２３日（水） 

⑫ 

○公益財団法人  

  伊藤謝恩育英財団 

「2022年度奨学生」 

3学年 
公益財団法人  

 伊藤謝恩育英財団 

2021年4月1日現在、日本の高等学校の第3学年に在学し、2022年4月

に指定大学へ入学することを目指す19歳未満の者(留学経験者は満20歳未満)。 

入学一時金：30万円 

給付金：月額70,000円 

給付年数：最長4年間 

返還不要 

併給可（一部不可） 

5月17日（水） ５月１０日（水） 

⑬ 

○「夢を応援基金 

『ひとり親家庭支援奨学

金制度』」給付型奨学金 

全学年 

一般財団法人 

全国母子寡婦福祉

団体協議会 

下記の全ての条件を満たす生徒 

①ひとり親世帯(母子家庭、父子家庭等)であり就学に関して経済的に困難な生徒 

②夢を実現するための意欲があり、社会への貢献を希望している品行方正な生徒 

③保護者等が県内母子会の会員及び入会を希望される方の子ども(生徒) 

④会員登録している県内母子会及び入会を希望する母子会代表者が奨学生とし

て推薦するに相応しい生徒 

⑤一人あたりの年収平均額が100万円未満であること 

⑥2020年度の学校出席率が80％以上の場合であること 

給付金：月額30,000円 

返還不要 

４月２８日（水） ４月２１日（水） 



⑭ 
○似鳥国際奨学財団 

 奨学生 
全学年 似鳥国際奨学財団 

下記の①～②の項目にすべて該当する者(全ての資格は，2021年10月1日時点) 

①国籍：日本国籍を有する人 

＜外国籍を有する場合＞在留資格が『永住者』または『定住者』の人は可 

②18歳以下で、日本国内の高等学校(全日制)の１～３年に在籍予定者 

給付金：月額40,000円 

返還不要 

併給可 
～５月１０日（月） ４月３０日（金） 

注意事項 上記の奨学金の申し込みを考えている生徒は、まず、担任の先生に連絡・相談してください。 


